
危険なオスプレイ、配備撤回を13日にも米で
墜落事故

日本共産党

　
「
こ
れ
だ
け
墜
落
事
故
を
繰
り
返
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
方
針
は
、

白
紙
に
戻
す
べ
き
だ
」―

。
日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
は
６
月

15
日
、
米
フ
ロ
リ
ダ
州
で
米
空
軍
の
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
（
Ｃ
Ｖ
22
）

が
起
こ
し
た
墜
落
事
故
を
受
け
、
衆
院
安
全
保
障
委
員
会
で
質
問
。
沖
縄
の

米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
（
Ｍ
Ｖ
22
）
配
備
計
画
を
撤
回
す

る
よ
う
、
政
府
に
迫
り
ま
し
た
。
質
問
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
は
「
量
産
開
始
以
降
は
安

全
性
に
問
題
な
い
」
と
説
明
。
海
兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
事
故
率
に
つ
い
て
、〝
現
在
使
用
中
の
Ｃ
Ｈ
46
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

よ
り
も
低
い
〞
と
し
、そ
の
「
安
全
性
」
を
宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
４
月
11
日
に
モ
ロ
ッ
コ
、
今
月
13
日
に
フ
ロ
リ
ダ
と
、

２
カ
月
間
に
２
度
も
墜
落
事
故
が
発
生
。
事
故
の
原
因
究
明
も

待
た
ず
に
配
備
計
画
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
政
府
に
対
し
、
赤

嶺
議
員
は
「
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
、
再
検
討
す
べ
き
」「
都
合

の
い
い
情
報
だ
け
流
す
の
は
や
め
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

●
赤
嶺
議
員　
（「
淡
々
と
計
画
通
り
に
進
め
る
」
と
の
森
本
大

臣
発
言
を
あ
げ
、）
こ
れ
だ
け
墜
落
事
故
を
繰
り
返
し
て
い
る
以

上
、
配
備
方
針
は
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
再
検
討
す
べ
き
。（
機
体

が
原
因
で
は
な
い
と
い
う
）
客
観
的
根
拠
は
米
国
側
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
の
か
。

○
森
本
敏
防
衛
大
臣　

機
械
的
な
ト
ラ
ブ
ル
で
故
障
が
起
き
た

と
は
考
え
て
な
い
と
の
「
通
報
」
を
米
国
側
か
ら
受
け
た
も
の
。

●
赤
嶺
議
員　

一
方
的
に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
、
安
全
だ
と
情
報

が
流
さ
れ
、
政
府
は
そ
れ
を
国
民
に
伝
え
る
。
そ
う
い
う
都
合

の
い
い
情
報
だ
け
流
す
や
り
方
は
改
め
る
べ
き
だ
。

機
体
が
原
因
で
な
い
と
の
「
客
観
的
デ
ー
タ
」
が
あ
っ
て
言
っ
て
る
の
か
（
赤
嶺
議
員
）

機
械
的
不
具
合
で
は
な
い
と
米
国
か
ら
「
通
報
」
が
あ
っ
た
（
森
本
防
衛
大
臣
）

　
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
ほ
う
が
事
故
率
が
低
い
」
と
し
て
き
た
日
本

政
府
。
し
か
し
、
モ
ロ
ッ
コ
で
の
墜
落
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
10
万

飛
行
時
間
あ
た
り
の
事
故
率
は
１
・
９
３
と
な
り
、Ｃ
Ｈ
46
ヘ
リ

の
１
・
１
１
を
上
回
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
赤
嶺
議
員
は
、
政

府
が
空
軍
用
の
同
型
機
（
Ｃ
Ｖ
22
）
を
別
扱
い
に
し
、
海
兵
隊

の
み
の
数
字
を
示
し
て
事
故
率
を
低
く
見
せ
て
き
た
こ
と
は「
国

民
に
対
す
る
背
信
行
為
だ
」
と
厳
し
く
批
判
。
海
兵
隊
・
空
軍

を
合
わ
せ
た「
Ｖ
22
」の
事
故
率
を
示
す
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

●
赤
嶺
議
員　

Ｃ
Ｈ
46
は
モ
デ
ル
全
体
の
事
故
率
を
示
す
の
に
、

な
ぜ
オ
ス
プ
レ
イ
は
示
さ
な
い
の
か
。

○
西
正
典
防
衛
政
策
局
長　

事
故
率
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て

い
る
が
、
ま
だ
デ
ー
タ
の
リ
リ
ー
ス
を
受
け
て
い
な
い
。

○
森
本
防
衛
大
臣　
（
装
備
品
そ
の
他
を
除
い
て
）
オ
ス
プ
レ
イ

の
基
本
設
計
は
同
じ
。

●
赤
嶺
議
員　

海
兵
隊
の
も
の
（
事
故
率
）
だ
け
を
も
っ
て
安

全
だ
と
し
て
き
た
姿
勢
は
改
め
よ
。

空
軍
と
海
兵
隊
を
合
わ
せ
た
事
故
率
デ
ー
タ
持
っ
て
な
い
（
西
防
衛
政
策
局
長
）

偏
っ
た
事
故
率
示
し
て
〝
安
全
〞
と
す
る
の
は
国
民
へ
の
背
信
行
為
（
赤
嶺
議
員
）

　

防
衛
省
が
13
日
に
公
表
し
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
配
備

に
か
か
わ
る
米
軍
の
「
環
境
審
査
（
レ
ビ
ュ
ー
）」。
普
天
間
基

地
を
飛
び
立
っ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
伊
江
島
補
助
飛
行
場
、
北
部

訓
練
場
、
中
部
訓
練
場
な
ど
沖
縄
本
島
全
域
で
訓
練
を
行
う
こ

と
を
明
記
し
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
訓
練
で
使
用
す
る
「
戦

術
着
陸
帯
」
は
50
カ
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
レ
ビ
ュ
ー
に

よ
る
と
、
普
天
間
基
地
で
の
夜
10
時
〜
翌
朝
７
時
ま
で
の
飛
行

回
数
は
、Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
れ
ば
現
在
の
３
・
７

倍
（
２
８
０
回
）
に
。
赤
嶺
議
員
は
、
こ
の
時
間
帯
は
そ
も
そ

も
同
基
地
の
騒
音
防
止
協
定
（
１
９
９
６
年
）
で
飛
行
を
最
小

限
に
制
限
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
は
ず
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

●
赤
嶺
議
員　
「
こ
れ
ま
で
も
米
軍
の
『
運
用
上
の
所
要
』
を
理

由
に
守
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
『
騒
音
防

止
協
定
な
ど
最
初
か
ら
守
る
気
な
ど
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
。
何
で
こ
ん
な
中
身
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
山
内
正
和
防
衛
省
地
方
協
力
局
長　

増
加
の
理
由
に
つ
い
て

米
側
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
夜
間
飛
行
を
行
わ

な
い
よ
う
米
側
に
強
く
働
き
か
け
た
い
。

●
赤
嶺
議
員　

米
軍
は
い
ま
ま
で
の
協
定
さ
え
守
っ
て
い
な
い

の
に
、
も
っ
と
増
大
さ
せ
る
と
い
う
。
政
府
は
『
絶
対
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
』
と
言
う
べ
き
だ
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
で
、
飛
行
回
数
が
３
・
７
倍
に
増
加

騒
音
防
止
協
定
に
も
違
反
。
日
本
政
府
は
絶
対
に
拒
否
す
べ
き
だ
（
赤
嶺
議
員
）

九州沖縄民報 ２０１２年６月２５日号　発行：日本共産党国会議員団九州沖縄ブロック事務所　福岡市中央区薬院３-１３-１２大場ビル３階　電話092-526-1933　　沖縄分室　那覇市前島3-1-17 電話 098-862-7521　赤嶺政賢ホームページ　http://jcpakamine.webcrow.jp/

「youtube」masato yagi 氏の投稿動画より。
プロペラのバランスが合わず、離陸して１０秒で墜落


